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今村�駿介�選手
（チームブリヂストンサイクリング所属）

1998 年生まれ、うきは市出身。高校 3年生の夏にジュニアトラック世界選手権（2015 年）
ポイントレース種目で優勝し日本人中距離選手初のマイヨ・アルカンシエル（世界選手権自
転車競技大会の優勝者に与えられるチャンピオンジャージ）を手にした。日本ナショナルチー
ム中距離選手として活躍する傍ら、チームではロード・トラックの二刀流をこなしている。

うきは市から世界へ！みんなで今村選手を応援しよう！うきは市から世界へ！みんなで今村選手を応援しよう！
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　　5 月 31 日（金）、パリ 2024 オリンピック競技大会の自転車競技に日本代表として出場が内定して5 月 31 日（金）、パリ 2024 オリンピック競技大会の自転車競技に日本代表として出場が内定して
いるうきは市出身の今村駿介選手が、母校である千年小学校や吉井中学校を訪れ、オリンピック日本いるうきは市出身の今村駿介選手が、母校である千年小学校や吉井中学校を訪れ、オリンピック日本
代表内定を報告しました。「自転車は通学など、普段の生活で親しみがあると思う。より多くのうき代表内定を報告しました。「自転車は通学など、普段の生活で親しみがあると思う。より多くのうき
は市の子どもたちに自転車競技を知ってもらいたい。」と子どもたちへの思いを話しました。は市の子どもたちに自転車競技を知ってもらいたい。」と子どもたちへの思いを話しました。
　同日、うきは市長と副市長、教育長を表敬訪問し、「本番までにしっかり準備し、金メダルを目指　同日、うきは市長と副市長、教育長を表敬訪問し、「本番までにしっかり準備し、金メダルを目指
して頑張りたい」と大会への意気込みを語りました。して頑張りたい」と大会への意気込みを語りました。
　今村選手はうきは市吉井町で育ち、高校入学と同時に自転車競技を始めました。「うきは市は傾斜　今村選手はうきは市吉井町で育ち、高校入学と同時に自転車競技を始めました。「うきは市は傾斜
の道もあれば、平たんな道もあり、様々なバリエーションの練習ができた。自転車競技の練習に適しの道もあれば、平たんな道もあり、様々なバリエーションの練習ができた。自転車競技の練習に適し
た土地だったと思う。」と地元うきは市での練習を振り返りました。た土地だったと思う。」と地元うきは市での練習を振り返りました。
　パリ 2024 オリンピック競技大会は 7 月 26 日～ 8 月 11 日までの間、フランスのパリで開催されます。　パリ 2024 オリンピック競技大会は 7 月 26 日～ 8 月 11 日までの間、フランスのパリで開催されます。
うきは市初のオリンピック選手の今村選手をみんなで応援しましょう！うきは市初のオリンピック選手の今村選手をみんなで応援しましょう！

市役所の正面に今村
選手を応援する懸垂
幕を掲出していま
す！ぜひお立ち寄り
ください！
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　5 月 30 日、山春保育所にて、絵本「うきはの嫩
葉会」贈呈式が行われました。
　この絵本は、大正時代のうきは市にあった山春
村で日本初の農民劇団として活動した、嫩葉会の
姿を広く伝えるために制作されたものです。
　贈呈式では、作者の中村瑠美子さんによる絵本

　5 月 26 日、筑後川大石分水路で、風水害や地震、火災等を
想定した、うきは市総合防災訓練が行われました。
　訓練には関係機関と地域住民あわせて、約 500 人が参加。
サテライト会場である大石小学校体育館では、大石小５･ ６年
生がダンボールベットなどの組み立てを体験することで、防災
を身近に考える避難所設営訓練を行いました。

災害に備え、地域住民と関係機関が
一体となり、総合防災訓練を実施

嫩
わかばかい

葉会の絵本が作者から子どもたちに手渡されました
の朗読が行われ、1 人ずつ手渡
しで絵本が贈呈されました。子
どもたちからは、お礼の言葉と、
園歌や、いつも歌っている大好きな歌を元気よく披露
し、感謝の気持ちを伝えました。
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　6 月 9 日、白壁ホールで、第 74 回「社会を明
るくする運動」うきは市青少年弁論大会が開催さ
れました。15 名の弁士が、犯罪や非行のない明
るい社会を築くために、それぞれが体験した出来
事や日頃感じていることなどを発表しました。
　最優秀賞に吉井中学校 2 年の樋口華音さん、浮
羽究真館高等学校 3 年の山岡由愛さん、優秀賞
に吉井中学校 1 年の中村遙士朗さんが選ばれまし
た。また、アトラクションとして、吉井中・浮羽中
学校吹奏楽部合同による演奏も披露されました。

　5 月 11 日、市立図書館で、図書館 15 周年記念講演
「いのちの授業～絵本 “ ぼくはマハロ ” に込めた思い

～」が開催されました。同絵本はがんと闘った作者の
梶原英子さんと、イラストレーターの山本美奈子さんと
の共同制作です。
　山本さんを講師に迎え、絵本に込めた思いなどを語っ
ていただきました。定員 70 名を超える皆さまにお越し
いただき、会の中盤には、亡くなった梶原さんとの制
作エピソードに涙するお客さんも見られました。終了
後には絵本のサイン会も行われ、絵本を持った子ども
たちが山本さんと話すなど、楽しい時間となりました。

明るい地域社会を願っていのちの大切さを全国に

　6 月 9 日、浮羽町妹川の樫ヶ平地区で、田
植えが終わったことの祝いと、無病息災を願う
伝統行事「獅子回し」が行われました。
　太い青竹を持った赤鬼と青鬼にお尻を叩か
れると縁起が良いとされ、獅子に頭を噛まれる
と幸福が訪れると言われています。
　この日は子どもたちの元気な泣き声が響き渡
り、市外からの観光客も見られ、地域が賑わ
いました。

子どもたちの元気な泣き声が
響き渡りました

　5 月 23 日、浮羽町の御幸道場に通う中学 3 年
生 4 名（写真左から溝田奈央さん、樋口穂海さん、
嶺花音さん、物部葵さん）が訪れ、「第 25 回剣聖

『宮本武蔵』旗全国小・中学生剣道大会」中学
女子団体の部において、優勝したことを市長に報
告しました。
　4 人は「私たちと一緒にチームを組んでくれた
もう 1 人の仲間に感謝している」「中学最後となる
夏の大会に向け、さらに頑張りたい」と話しました。

剣道大会で全国優勝、
髙木市長を表敬訪問しました


